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論文内容の要旨
【緒言】
　「科学的根拠に基づく体外循環国際協会」の活動に沿って、日本体外循環技術医学会に
よって体外循環症例データベースが構築されることとなった。同データベースに係わる3つ
の検討を実施した。
＜検討1＞
【目的】データベース構築のために、入力プログラムを開発した。
【方法】入力プログラムとして、入力フォームと入力マニュアルを試作し、4施設での各10症
例データ入力でテストした。この試作版について、テスト入力後の聞き取り調査からいく
つかの事項を修正し、また、データ入力の開始後に入力者の意見から一部を改定して開発
を完了した。
【結果】入力項目は5分野190項目であった。入力フォームは各施設の体外循環操作者が症例
ごとにデータ入力する形式とした。追加機能として、入力完了状況の一覧表示を付けると
ともに、マスタテーブルの参照を設定し、回路名とその情報をマスタテーブルに登録する
と、回路名の選択によって該当する入力項目にマスタテーブルの登録情報が参照・入力さ
れる。入力マニュアルは48頁で、入力方法の説明と全入力項目の定義などであった。
＜検討2＞
【目的】入力プログラムによって集積された症例データの欠損・異常状況を確認した。
【方法】2年間の全症例3,800人において、欠損状況は189項目（入力不要の回路名を除く）、異
常状況は数値入力92項目を対象とした。
【結果】未測定または入力漏れデータは検査データ管理の分野で比較的多かったが、それ以
外の分野では多くの項目で欠損データがないまたは少なかった。異常データはいくつかの
項目を除いて、ないまたはきわめて少なかった。
＜検討3＞
【目的】体外循環回路の充填液による血液希釈が大きいと輸血の必要性が高まること、およ
び、逆行性自己血充填（retrograde autologous priming（RAP））（体外循環回路の充填後に
充填液を患者の血液で置換すること）を用いると輸血の必要性が低くなることが指摘されて
いる。ここでは、データベースを利用して、輸血に対する血液希釈率とRAPの関連性を解
析した。
【方法】解析対象者は体外循環前の輸血あり等を除く3,090人とし、解析方法としてロジス
ティック回帰を用いた。
【結果】体外循環中の輸血割合は、血液希釈率の上昇に伴って43％から88％まで単調に上昇
し、また、RAPありが29％となしが62％であり、術式や体外循環前のヘモグロビン値など
の変数を調整しても、いずれの関連も有意であった。体外循環後の輸血割合は他の変数を
調整すると、血液希釈率とRAPとの関連がいずれも有意でなかった。
【考察】
　入力プログラムの開発は標準的な手順（試作、テスト、改定）に沿って実施した。マスタ
テーブルの参照は、施設によって体外循環の標準回路がある程度定まっていることから、
入力者の負担軽減に効果的と考えられた。データの欠損・異常状況の確認はデータ集計・
解析の利用にあたって、基礎的かつ一般的な検討事項である。その結果から、検査データ
管理の分野の項目で未測定に伴う欠損データが比較的多いこと、いくつかの項目が異常デー
タを含むことに留意する必要があると考えられた。体外循環中の輸血に対する血液希釈率
とRAPの強い関連性が確認され、血液希釈の最適化とRAP利用によって、輸血が大幅に減
少する可能性が示唆された。
【結論】
　体外循環症例データベースの入力プログラムを開発し、データの欠損・異常状況を確認
した。体外循環中の輸血に対する血液希釈率とRAPの強い関連性が確認され、データベー
スの解析利用の有用性が示唆された。
論文審査結果の要旨
　日本体外循環技術医学会による体外循環症例データベースの入力プログラムが標準的な手
順に沿って開発された。開発された入力プログラムによって集積された多数の症例データに
ついて、基礎的検討として欠損・異常状況が観察され、集計・解析への利用可能性が確認さ
れた。さらに、データベースの解析によって、体外循環中の輸血に対する血液希釈率と逆行
性自己血充填の強い関連性が確認され、データベースの解析利用の有用性が示唆された。
　本データベースは症例を大幅に追加して発展しつつあり、今後、科学的根拠に基づく
体外循環領域のガイドラインの作成や臨床技術の向上への寄与が期待される。その開
発と発展に対して、本研究が一定の役割を果たしたと考えられる。研究成果の一部は
“Association of primary hemodilution and retrograde autologous priming with transfusion 
in cardiac surgery: analysis of the Perfusion Case Database of the Japanese Society of 
ExtraCorporeal Technology in Medicine. J Extra Corpor Technol. 2018;50:231–6.”に掲載
された。
　以上より、本研究は学位授与に十分値するものと評価された。
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